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「
年
金
不
安
」と「
将
来
不
安
」

は
、
年
金
支
給
を
遅
ら
せ

れ
ば
解
決
す
る
！

●
水
彩
画
で
切
り
取
る

浦
安
の
風
景

●
浦
安
の
お
い
し
い
も
の

『
山
形
フ
ェ
ア
で
』
秋
を
満
喫

　
嬉
し
い
が
詰
ま
っ
た
グ
ル
メ
は
必
見
！

●
ゆ
う
ゆ
う
リ
フ
ォ
ー
ム
で

　
快
適
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
が
す
ぐ

そ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

●
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
　 

し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
千
葉 

う
ら
や
す

２
０
１
８
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

ゆ
う
ゆ
う C

o
n
te
n
ts

●
浦
安
秋
の
お
出
掛
け

舞
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
は
お
得
が

た
く
さ
ん
♪
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ゆうゆう手帖　表紙絵

今井 弘   hiroshi imai
新潟県長岡市出身。大学では教育学部美術科
に進み、油絵や木炭デッサンを学ぶ。現在は
浦安市内小学校の先生を勤め、その間もずっ
と絵を描き続けている。力強い鉛筆の線画と
水彩絵の具の鮮やかな色彩…その場所で感じ
たことを大胆に描き、見ている側にもその場
の雰囲気を伝えてくれる水彩画は、“ 感じる
こと ” の大切さを教えてくれる。都内や市内
で、定期的に個展も開催。

　

入
船
歩
道
橋
上
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
京
葉

線
方
面
を
描
き
ま
し
た
。
こ
の
歩
道

橋
か
ら
の
眺
め
は
、
い
つ
も
私
の
気

持
ち
を
晴
れ
や
か
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
や
な
ぎ
通
り
か
ら
続
く
片
側
３

車
線
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
が
眼
下
を

は
し
り
、
中
央
分
離
帯
に
は
大
き
く

育
っ
た
街
路
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
歩
道
は
広
く
取
ら
れ
、
洒
落
た

街
灯
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
浦
安
の
多
様
性
を

感
じ
な
が
ら
描
く
こ
と
の
で
き
る
、

ス
ケ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
今
井  

弘
）

場
所
：
新
浦
安
の
風
景

　

１
９
８
８
年
頃
、
線
路
は
あ
り
ま
し
た

が
実
は
ま
だ
新
浦
安
駅
は
有
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
３
車
線
道
路
の
中
央
分
離
帯
は

当
時
と
今
も
変
わ
ら
ず
街
路
樹
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
の
記
録
を
残
し
た
記

事
写
真
を
「
浦
安
に
住
み
た
い
！ 

Ｗ
Ｅ

Ｂ
」
に
て
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

[

昔
の
風
景]

[

新
浦
安
の
風
景]

今月の表紙

水彩画で切り取る

浦 安 の 風 景

今月の ｢浦安の風景 ｣を見に行ってみよう。

住所：浦安市入船 1 丁目 4
付近
新浦安駅から直結、２階モ
ナ前のぺデストリアンデッ
キを進むと、イオンの先に
続いています。屋根が付い
ているので雨のお散歩でも
安心です。

を
つ
な
ぎ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で

は
、
今
か
今
か
と
ラ
ン
ナ
ー
を
待
っ
て

い
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や

の
ぼ
り
が
見
え
る
と
『
頑
張
れ
～
』
と

声
援
の
声
が
大
き
く
な
り
、
タ
ス
キ
を

繋
ぐ
方
た
ち
の
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。

『
と
て
も
暑
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た

わ
！
』
と
達
成
感
あ
る
表
情
で
、
次
々

に
浦
安
公
園
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
最
後

は
３
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん
で
ゴ
ー
ル
。
ゴ
ー

ル
地
点
に
は
内
田
市
長
と
チ
ー
バ
君
も

見
守
り
ま
す
。
そ
し
て
内
田
市
長
か
ら

は
『
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
続
い
て
い
く
よ

う
、
行
政
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
』。
と
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
認
知
症
の
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
安

心
し
て
住
め
る
街
・
浦
安
』
を
目
指
し
て
、

さ
ら
に
多
く
の
方
に
興
味
を
持
っ
て
頂

き
、
来
年
も
開
催
し
た
い
で
す
」。
と
前

田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む

浦
安
。
来
年
の
開
催
に
向
け
『
Ｒ
Ｕ
Ｎ

伴
実
行
委
員
』
の
皆
さ
ん
は
走
り
続
け

ま
す
。

　

　
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
千
葉 

う
ら
や
す
２
０
１
８
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！ 

全
３
コ
ー
ス
を
一
般
市
民
も
参
加
し
、
総
勢
２
０
０
名
の
Ｒ
Ｕ
Ｎ
！

取
材

　

青
空
広
が
る
気
持
ち
の
い
い
９
月
８

日
（
土
）。「
第
２
回
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
千
葉
う

ら
や
す
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
行

委
員
の
前
田
さ
ん
に
当
日
の
レ
ポ
ー
ト

を
し
て
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
今
回
は
、
市
役
所
横
の
浦
安
公
園
を

ス
タ
ー
ト
し
、
元
町
、
中
町
、
新
町
の

３
コ
ー
ス
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
料
老

人
ホ
ー
ム
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
介
護
施
設
を
廻
り
タ
ス
キ
リ
レ
ー

を
し
ま
す
。
な
ん
と
今
回
開
催
で
は
、

一
般
市
民
や
介
護
職
員
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
な
ど
２
０
０
人
以

上
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

内
の
小
学
校
や
学
童
ク
ラ
ブ
・
公
民
館

か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
飾
ら
れ
ま

し
た
。
開
会
式
で
は
ま
ず
は
み
ん
な
で

準
備
体
操
を
し
、
し
っ
か
り
体
を
動
か

し
ま
す
。
子
供
た
ち
の
力
強
い
開
会
宣

言
の
後
、
実
行
委
員
長
の
ピ
ス
ト
ル
音

で
ス
タ
ー
ト
！ 

チ
ア
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ
が

さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
応
援
し
て
く
れ
ま

し
た
。
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
タ
ス
キ

『認知症になっても安心して暮らしていける
地域づくり』を目指して。
『認知症になっても安心して暮らしていける
地域づくり』を目指して。
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 ・65 歳以上 2,750 円（土日祝・10/22~26  3,130 円） 
 ・大人（13 歳以上）3,000 円（土日祝・10/22~26  3,500 円） 
 ・7 ～ 12 歳 2,250 円 / 4 ～ 6 歳 1,380 円
※ 3 歳以下無料  ※サービス料込 ･ 消費税別

　　

「
東
京
ベ
イ
舞
浜
ホ
テ
ル 

ク
ラ
ブ
リ
ゾ
ー
ト
」
で
、
オ
ト
ク
に
美
味
し
く

ベ
イ
エ
リ
ア
で
し
っ
か
り
疲
れ
を
癒
す
、 

大
人
が
過
ご
す
特
別
な
空
間
。
【
舞
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア 

】

  

平
日
毎
週
月
曜
、
火
曜
、
水
曜
日
は
見
逃
せ
な
い
！

　

東
京
ベ
イ
舞
浜
ホ
テ
ル 

ク
ラ
ブ
リ
ゾ
ー

ト
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
『
ジ
・
ア
ト
リ

ウ
ム
』
は
オ
ー
プ
ン
３
周
年
記
念
と
し
て
、

四
季
の
旬
感
バ
イ
キ
ン
グ
～
秋
～
『
お
い
し

い
山
形
フ
ェ
ア
』
を
開
催
中
で
す
。
シ
ェ
フ

が
生
産
地
を
直
接
訪
ね
て
選
び
抜
い
た
「
米

沢
牛
」
や
「
米
澤
豚
一
番
育
ち
」、「
庄
内

浜
仁
三
郎
サ
ー
モ
ン
〝
ぎ
ん
ま
る
〟」、「
く

ろ
べ
え
茄
子
」、「
紅
大
豆
」、「
刈
屋
梨
」
な

ど
秋
の
山
形
県
産
食
材
を
使
用
し
た
創
作

　

今
年
で
12
周
年
を
迎
え
、
ス
パ
、
ホ
テ
ル
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
浦

安
ベ
イ
エ
リ
ア
で
特
別
な
空
間
を
提
供
し
続

け
て
い
る
舞
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
。
中
で
も
毎
週

火
曜
日
『
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
』
で
は
、
レ
ス

ト
ラ
ン
「
オ
ー
キ
ッ
ド
」
に
よ
る
地
産
地
消

の
食
材
を
使
用
し
た
『
限
定
の
メ
ニ
ュ
ー
』

を
週
変
わ
り
で
ご
用
意
。
そ
の
他
に
も
対
象

ド
リ
ン
ク
が
半
額
、
岩
盤
浴
半
額
、
も
ち
ろ

ん
入
館
料
半
額
！ 

ま
た
18
時
か
ら
は
ア
ウ

フ
グ
ー
ス
も
開
催
さ
れ
、
女
性
に
嬉
し
い
特

別
ス
キ
ン
ケ
ア
も
配
布
さ
れ
ま
す
。
女
性
の

特
典
の
み
な
ら
ず
、
男
性
は
毎
週
水
曜
日

『
メ
ン
ズ
デ
ー
』
の
入
館
料
、
岩
盤
浴
が
半

額
。
絶
大
な
人
気
を
誇
る
豊
富
な
サ
ウ
ナ
で

思
い
っ
き
り
汗
を
流
せ
ま
す
。
19
時
か
ら
は

ケ
ロ
サ
ウ
ナ
に
て
特
別
に
ア
ウ
フ
グ
ー
ス
の

体
験
も
。
そ
し
て
毎
週
月
曜
日
は
『
シ
ニ
ア

デ
ー
』
60
歳
以
上
の
会
員
様
限
定
で
入
館
料

が
オ
ト
ク
に
。
ご
夫
婦
で
会
員
に
な
れ
ば
男

女
で
利
用
で
き
る「
ビ
ュ
ー
サ
ウ
ナ
」も
揃
っ

て
楽
し
め
ま
す
！ 
是
非
と
も
こ
の
秋
に
ご

夫
婦
と
、
お
友
達
と
、
舞
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
で

癒
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　 地下 1,700m から湧き出るエリア最大級の源泉かけ流しのある天然温泉。落ち着いた空間で疲れた身体
を取り戻してくれる唯一無二のスパ。スタッフの声から生まれるイベントの数々も見逃せません。

ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
「
ジ
・
ア
ト
リ
ウ
ム
」

オ
ー
プ
ン
３
周
年
記
念
で
美
味
し
い
秋
が
盛
り
沢
山
♪

浦
安
で
お

出
か
け

秋
は
浦
安
ベ
イ
エ
リ
ア
で

ゆ
っ
た
り
満
喫
！

SPA&HOTEL 舞浜ユーラシア
047-351-4126☎
浦安市千鳥 13-20

有り（施設ご利用の方５時間無料）
※レストランのみご利用の場合、入館料はかかりません（２時間に限ります）

■スパ　11:00 ～翌 9:00（最終受付 8:00）
■レストラン「オーキッド」　グランドメ
ニ ュ ー 12:00 ～ 21:30（LO）/ テ ィ ー タ イ
ム 15:00 ～ 17:00/ ナイトメニュー 21:30 ～
23:00（LO22:30）
■レストラン「オアシス」　土日祝のみ営業
17:00 ～ 22:00（LO21:00）

住

営

駐

＜市内シャトルバス路線案内＞

●ユーラシア       舞浜駅北口線 (20 分毎 )
●浦安市内循環路線
　→停留場所は市内５地点。
詳しい時刻表、停留場所の確認はホームペー
ジをご覧ください。( 舞浜ユーラシアで検索 )

「舞浜ユーラシア」市内シャトルバスが便利！

■浦安付近

　【ランチ】
65 歳以上 3,000 円 ( 土日祝 3,380 円）
大人（13 歳以上）3,250 円 ( 土日祝 3,750 円）
7 ～ 12 歳 2,500 円／ 4 ～ 6 歳 1,500 円
※ 3 歳以下無料 ※サービス料込 ･ 消費税別

【ディナー】　 
65 歳以上 4,250 円 ( 土日祝 4,750 円）
大人 (13 歳以上 )4,750 円 ( 土日祝 5,250 円 )
7 ～ 12 歳 2,750 円／ 4 ～ 6 歳 1,500 円 
※ 3 歳以下無料 ※サービス料込 ･ 消費税別

料
理
や
郷
土
料
理
な
ど
が
、 

ラ
ン
チ
約
60
種
類
、
デ
ィ

ナ
ー
約
80
種
類
が
並
び
ま
す
。 

そ
し
て
期
間
中
は
『
お
い
し
い

山
形
フ
ェ
ア
』
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
答
え
い
た
だ
く
と
、
抽
選

で
宿
泊
券
や
お
食
事
券
、
山
形

県
の
名
産
品
が
当
た
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。
さ
ら
に

オ
ー
プ
ン
３
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル

特
典
と
し
て
、
次
回
来
店
時
に

使
え
る
バ
イ
キ
ン
グ
特
別
割
引

ク
ー
ポ
ン
な
ど
が
当
た
る
ハ
ズ

レ
無
し
の
「
お
た
の
し
み
抽
選
」

も
実
施
。
浦
安
市
敬
老
祝
い
商

品
券
も
使
え
る
の
で
『
行
事
が

　 ダイニングスクエア『ジ・アトリウム』 
オープン 3 周年記念 １０月３１日（水）までの開催！

『おいしい山形フェア』 

050-3188-7001☎
浦安市舞浜１－７
ランチ：11:30 ～ 15:00（LO 14:30） 
ディナー：17:30 ～ 21:30（LO21:00）

住

営

駐 有り（335 台）

＊ JR 舞浜駅より無料送迎バスあり

東京ベイ舞浜ホテル クラブリゾート
ダイニングスクエア「ジ・アトリウム」

11 月 1 日（木）～ 12 月 20 日（木）『北海道フェア』が始まります！

東京ベイ舞浜ホテル クラブリゾート
では各レストランにて 

【浦安市敬老祝い商品券】 
をご利用いただけます。

多
い
こ
の
秋
に
、
オ
ト
ク
に
美
味
し
く
』
旬

の
贅
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
！ 

ま
た
、
10
月
22

日
～
26
日
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
限
定
で『
ス

イ
ー
ツ
ウ
ィ
ー
ク
』
を
開
催
。『
お
い
し
い
山

形
フ
ェ
ア
』
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
通
常
の

2
倍
の
種
類
の
ス
イ
ー
ツ
も
楽
し
め
ま
す
。

『
ス
イ
ー
ツ
ウ
ィ
ー
ク
』
期
間
中
は
土
・
日
・

祝
日
料
金
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
11
月
か

ら
12
月
20
日
ま
で
の
期
間
は
『
北
海
道
フ
ェ

ア
』
を
開
催
。
こ
ち
ら
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
！

　東京ベイ舞浜ホテル クラブリゾート

「レディースデー」で配布し、過去に
人気のあったシュガースクラブ。（ス
キンケアは毎月違う種類をご提供）

毎日 13 時、16 時に開催のドイツ式のア
ウフグース（熱波）をうけて汗を流せま
す。

岩盤浴「ポンペイ」に併設されている
「ビューサウナ」で舞浜リゾートを一望。

夜はきらびやかな夜景を楽しめます。

【ランチ】

【ディナー】
 ・65 歳以上 4,000 円（土日祝 4,500 円）
 ・大人（13 歳以上）4,500 円（土日祝 5,000 円） 
 ・7 ～ 12 歳 2,500 円 / 4 ～ 6 歳 1,380 円
※ 3 歳以下無料  ※サービス料込 ･ 消費税別
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No.5

介護保険住宅改修もご相談ください！
リフォーム ･ 新築
株式会社アールデザイン
☎ 047-380-8819

浦安市入船 4-1-6
9:00 ～ 18:00
無休 ( 年末年始等を除く）
近隣にコインＰ有り

住

営

休

駐

コラム 担当

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
　 

や
っ
て
来
ま
し
た
。

住宅業界に入って 25 年、
現在は株式会社アールデ
ザインで、安全で快適でい
てオシャレな暮らしを提
案している。好きな言葉は

「子ども叱るな来た道だも
の。年寄り笑うな行く道だ
もの…」。

大原　まさみ

福祉住環境
コーディネーター

　

介
護
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
ご
家
族
が
暮
ら
し

や
す
い
環
境
に
す
る
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で

す
。
お
も
な
改
修
工
事
と
し
て
は
、
段
差
の

解
消
、
手
す
り
の
取
付
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
必
要
が
な
く
て
も
、
最
近
で
は
老
後

を
見
据
え
て
早
い
時
期
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
に

着
手
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。今
は
、

ご
家
族
に
介
護
や
介
助
を
必
要
と
す
る
方
が

い
な
く
て
も
、
将
来
を
見
据
え
て
今
の
う
ち

か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
て
お
け
ば
安
心
で

す
し
、
よ
り
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
住
ま
い

を
手
に
入
れ
る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今

は
大
掛
か
り
な
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
わ
な
く
て

も
、
将
来
に
備
え
て
手
す
り
の
設
置
な
ど
を

検
討
し
て
お
く
と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
す
ぐ
手
す
り
を
設
置
し
な
い
ま
で
も
、
今

の
う
ち
か
ら
手
す
り
の
下
地
補
強
だ
け
で
も

し
て
お
け
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
手
す
り
を

容
易
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

～家庭内事故を予防する～

ゆ
う
ゆ
う
リ
フ
ォ
ー
ム
で
快
適
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ 

 近年、お年寄りが家庭内事故によって亡くなったり、ケガをす
るケースが増えています。一見安全そうに思える家の中ですが、
実際には多くの危険が潜んでいるのです。
例えば、階段や出入り口の段差などは躓いて転倒しやすい箇所で
すし、冬場のお風呂では入浴中の突然死（ヒートショック）が多
くなっています。若い世代や健常者にとっては住みやすい住環境
であっても、高齢者や体の不自由な方にとって家の中は決して安
全な環境とは言えないのです。このような危険な箇所をリフォー
ムで改修することによって、家庭内の事故を未然に防ぐことが可
能になります。

 お年寄りや足腰の不自由な方にとって、造りが小さくて空間の狭い日本
の一般的な家屋は何かと生活上の不便を感じる事が多く、介護や介助にも 
適した環境とは言い難いのが現実です。そのような住まいを車イスなどで
も生活しやすい環境に改修することによって、お年寄りや障害者が自立し
た生活を営める範囲が大きく広がります。

　介護・バリアフリーリフォームで間取りなどを 
変える事によって要介護者だけでなく、介護や介助
をする側の負担も大幅に減らせるようになります。 
また、要介護者の自立度が増すことで、介護に要す
る時間を減らせるのも大きなメリットです。

長い人生を元気に楽しく過ごすために、 

家族みんなが安全に暮らせるよう住まいを

整える事が大切になっていきます。

介護・バリアフリーリフォームのポイント！

メリット01

メリット02

～自立した生活が営める～

メリット03

～介護・介護者の負担が減る～

介護・バリアフリーリフォーム 
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豊
か
な
第
二
の
人
生
を
お
く
る
た
め
の
レ
シ
ピ

「
年
金
不
安
」
と
「
将
来
不
安
」
は 

　
年
金
支
給
を
遅
ら
せ
れ
ば
解
決
す
る
！

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
、
も
っ
と
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
…
。

誰
も
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
第
二
の
人
生
へ
の
レ
シ
ピ
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
長
く
働
き
、
保

険
料
を
長
く
納
め
れ
ば 

「
年
金
が
増
え
」
て
「
老

後
不
安
」
は
解
消
す
る
！

　

今
の
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
の
保

険
を
高
齢
者
の
年
金
に
充
て
る
「
仕
送

り
方
式
」
で
す
。
厚
労
省
の
財
政
検
証

報
告
に
よ
る
と
、
年
金
が
現
役
時
の
所

得
の
何
％
あ
る
か
を
表
す
「
所
得
代
替

率
」
は
１
４
年
時
点
で
６
２
．
７
％
だ

が
、「
こ
の
ま
ま
で
は
所
得
代
替
率
を

５
０
．
６
％
迄
下
げ
な
い
と
年
金
財
政

が
安
定
し
な
い
」（
若
い
働
き
手
が
減

る
人
口
減
少
時
代
な
の
で
）
と
報
告
し

て
い
ま
す
。
そ
の
為
「
年
金
不
安
」
で
、

３
０
歳
～
５
０
歳
代
の
世
代
は
老
後
に

不
安
を
持
っ
て
い
る
し
、
６
０
歳
代
の

人
の
８
０
％
は「
定
年
後
も
働
き
た
い
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

コラム執筆
株式会社明和地所 取締役会長

Kouichi Imaizumi

早稲田大学法学部卒業。79 年、有限会社明和地所を創立し代表取締役社長となる。近年は ｢不動産賃貸経営セ
ミナー｣ などの講師を行い、不動産関連の本を多数執筆。06 年には、浦安市内 4 年連続不動産売買シェア NO.1
となる。07 年、株式会社明和地所取締役会長に就任。　執筆 ･･･ ｢息子への手紙｣ ｢社員への手紙｣ ｢社員成功
塾｣ ｢豊かに生きる為の賃貸経営｣ ｢不動産でお金持ちになり、幸せになる！｣ ｢豊かな老後を過ごし、子供たち
が相続で争わない為に！｣ ｢日本一学 ( 浦安編 )・共著｣ その他多数。/ 資格 ･･･ 相続アドバイザー協議会認定の
上級相続アドバイザー・宅地建物取引士・ファイナンシャルプランナー２級・損害保険代理業普通資格・危険物
取扱資格者・株式会社明和地所創業以来の不動産経験、現在は会長職。

今泉　浩一

（
日
経
新
聞
１
８
年
９
月
４
日
参
照
）

　

こ
ん
な
日
本
の
状
況
で
は
国
内
消
費
は
拡

大
せ
ず
に
物
価
も
上
が
ら
な
い
の
で
、
日
銀

が
大
幅
な
金
融
緩
和
で
期
待
す
る
イ
ン
フ
レ

率
２
％
も
な
か
な
か
叶
え
ら
れ
な
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
こ
の
袋

小
路
の
よ
う
な
日
本
の
「
老
後
不
安
」
を
解

消
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

安
倍
総
理
が
自
民
党
の
総
裁
選
に
当
た

り
、「
働
き
方
改
革
第
２
弾
と
し
て
生
涯
現

役
時
代
の
雇
用
改
革
を
断
行
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
…
…

①　

今
後
１
年
か
け
て
「
生
涯
現
役
時
代
」

に
向
け
た
雇
用
改
革
を
断
行
す
る
。

②　

次
に
２
年
で
医
療
・
年
金
等
社
会
保
障

制
度
全
般
に
亘
る
改
革
を
行
う
。

③　

継
続
雇
用
年
齢
を
６
５
歳
以
上
に
引
き

上
げ
、
年
金
受
給
開
始
年
齢
を
７
０
歳
超
の

選
択
が
で
き
る
制
度
等
を
検
討
す
る
。

④　

１
０
％
の
消
費
増
税
を
や
り
遂
げ
て
、

増
税
に
対
す
る
反
動
減
に
対
す
る
経
済
対
策

を
思
い
切
っ
て
講
じ
る
。

⑤　
『
改
憲
提
案
を
目
指
す
』と
。こ
れ
は「
誠

に
的
を
射
た
政
策
提
案
だ
」
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
人
口
減
少
下
の
日
本
の
企
業
は
人
材

不
足
で
困
っ
て
お
り
、
６
０
歳
代
の
人
の

８
０
％
は
『
働
き
た
い
』
と
言
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
雇
用
継
続
年
齢
を
６
５
歳
以
上
に

引
き
上
げ
る
の
は
当
を
得
た
政
策
で
す
。
更

に
、
そ
こ
で
長
く
働
い
て
得
た
お
金
を
年
金

に
積
み
立
て
れ
ば
、
７
０
歳
以
上
に
な
っ
て

「
か
な
り
増
え
た
年
金
を
得
ら
れ
る
」
の
で

老
後
年
金
の
不
安
も
解
消
す
る
一
挙
両
得
、

否
、
一
挙
三
得
の
制
度
に
な
り
ま
す
。
こ
こ

で
厚
生
労
働
省
の
２
０
１
４
年
の
年
金
財
政

検
証
に
よ
る
下
の
表
を
見
て
下
さ
い
。

（
日
経
新
聞
参
照
）

　

＊
上
記
の
如
く
、
例
え
ば
、
現
行
制
度
で

６
０
歳
迄
４
０
年
間
年
金
を
積
み
立
て
続
け

て
６
５
歳
か
ら
月
額
２
０
万
円
受
け
取
る
予

定
の
人
が
、
も
し
６
５
歳
迄
働
い
て
年
金
を

払
い
続
け
る
と
、
６
６
歳
か
ら
受
け
取
る
年

金
は
３
２
５
，
２
０
０
円
（
６
２
．
６
％
）

に
な
り
ま
す
。
同
じ
事
を
６
６
歳
迄
払
い
続

け
る
と
、
６
７
歳
か
ら
受
け
取
る
年
金
は

３
３
６
，
４
０
０
円
（
６
８
．
２
％
）。

６
７
歳
迄
払
う
と
６
８
歳
か
ら
の
年
金

は
３
４
７
，
６
０
０
円
（
７
３
．
８
％
）。

６
８
歳
迄
払
う
と
６
９
歳
か
ら
の
年
金

は
３
５
９
，
２
０
０
円
（
７
９
．
６
％
）。

６
９
歳
迄
払
う
と
７
０
歳
か
ら
の
年
金
は

３
７
０
，
８
０
０
円
（
８
５
．
４
％
）
に
増

え
ま
す
。
長
く
働
き
保
険
料
を
納
め
る
と
、

年
金
は
増
え
る
の
で
す
！

ち
な
み
に
、
老
後
に
必
要
な
最
低
限
度
の
生

活
費
は
、
夫
婦
二
人
で
２
４
万
円
、
豊
か
な

生
活
で
３
７
万
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
参
照
）

　

上
記
事
例
の
年
金
２
０
万
の
人
が
夫
婦

二
人
で
の
豊
か
な
生
活
を
希
望
す
る
場
合
、

６
９
歳
迄
働
い
て
年
金
を
支
払
い
続
け
る
こ

と
を
選
択
す
れ
ば
、
豊
か
な
生
活
を
す
る
に

足
る
月
額
３
７
０
，
８
０
０
円
の
年
金
が

確
保
で
き
ま
す
！　

安
倍
首
相
が
提
唱
さ

れ
た
働
き
方
改
革
第
二
弾
で
、
高
齢
者
の

６
５
歳
以
上
ま
で
の
継
続
就
業
と
年
金
改
革

が
進
め
ば
、
自
分
の
経
済
状
況
に
応
じ
て
何

歳
ま
で
働
き
、
何
歳
ま
で
年
金
を
納
め
れ

ば
、
老
後
の
年
金
が
確
保
さ
れ
る
か
を
自

分
で
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
高
齢
者

の
老
後
不
安
は
確
実
に
少
な
く
な
り
ま
す
。

又
、
３
０
歳
～
５
０
歳
代
ま
で
の
現
役
世

代
は
第
二
の
人
生
で
の
老
後
不
安
も
減
少

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
更
に
、
女
性
の

結
婚
後
の
子
育
て
と
仕
事
が
両
立
す
る
仕
事

環
境
が
改
善
さ
れ
た
ら
、
早
期
の
結
婚
も

可
能
と
な
り
、
子
供
の
出
生
率
も
上
が
り

ま
す
。
企
業
の
人
材
不
足
と
人
口
減
少
対

策
に
も
効
果
が
出
る
で
し
ょ
う
。
更
に
更

に
、
雇
用
改
革
と
年
金
・
医
療
改
革
が
進
ん

で
将
来
不
安
が
少
な
く
な
れ
ば
、
若
い
人
も

高
齢
者
も
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
お
金

を
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
５
５
％

で
あ
る
国
民
消
費
が
７
０
％
位
ま
で
上
が

り
、
国
内
企
業
も
元
気
に
な
れ
る
し
、
給
料

も
上
が
り
、
物
価
も
上
が
っ
て
２
％
の
イ

ン
フ
レ
に
な
れ
ば
、
更
に
企
業
が
繁
栄
し
て

株
価
が
上
が
り
、
給
料
が
上
が
る
と
言
う

理
想
的
な
経
済
展
開
に
な
り
、
そ
の
時
こ

そ
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
完
成
す
る
時
で
し
ょ

う
。
一
刻
も
早
く
、
安
倍
首
相
が
提
唱
さ
れ

た
政
策
が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

＊
ち
な
み
に
、
現
在
の
制
度
下
で
も
、
６
５

更に長く働き、長く支払うことを選んだ人は現行

所得代替率

年金支給開始 
保険料納付期間

60 歳迄 
引上げ中 
（40 年）

改革

一律 65 歳 
（45 年）

66 歳 
（46 年）

67 歳 
（47 年）

68 歳 
（48 年）

69 歳 
（49 年）

70 歳 
（50 年）

50.6％ 57.1％ 62.6％ 68.2％ 73.8％ 79.6％ 85.4％



1011

素
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
入
れ
た
水
」
を
飲
ん
で
い

ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
有
り
難
い
こ
と
に

何
も
病
気
の
兆
候
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

肉
体
の
健
康
は
「
生
き
甲
斐
」
が
無
く
な
る

と
、肉
体
は
す
ぐ
に
し
な
び
て
し
ま
い
ま
す
。

「
青
春
と
は
、
年
齢
で
は
な
く
、
心
の
置
き

所
で
あ
る
！
」
と
教
え
て
く
れ
た
先
輩
が
居

ま
す
。
誠
に
そ
の
通
り
で
、
語
り
合
う
友
達

が
亡
く
な
り
、
共
に
生
き
て
き
た
妻
に
先
に

旅
立
た
れ
た
男
達
は
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
後

を
追
う
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
そ
の
点
、
夫

に
先
立
た
れ
た
女
性
は
何
故
か
元
気
に
な
る

人
が
多
い
で
す
が
、
女
性
は
生
き
る
力
が
男

共
よ
り
強
い
の
で
し
ょ
う
。と
い
う
こ
と
は
、

男
共
は
、
妻
を
大
事
に
し
て
自
分
よ
り
後
ま

で
生
き
て
頂
く
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
と
も

か
く
何
で
も
話
し
合
え
る
友
人
を
数
人
作
っ

て
お
く
こ
と
、
で
き
た
ら
自
分
よ
り
も
若
い

友
人
も
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
、

と
言
う
こ
と
で
す
ね
。「
ア
ア
そ
う
だ
思
い

出
し
た
」。
掛
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
も

自
分
よ
り
若
い
人
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
い

ざ
と
い
う
時
に
見
て
貰
え
な
い
、
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
自
宅
で
急
死
し
た
時
な
ど
、
掛

か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
が
居
な
い
と
死
亡

原
因
を
書
い
て
貰
う
為
に
「
検
死
」
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
救
急
車
で
病
院
ま
で

運
ば
れ
る
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

又
、
生
き
甲
斐
に
は
、
何

か
と
社
会
と
関
わ
る
状
態

を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
必

要
で
す
。
何
か
の
仕
事
を

す
る
と
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
遊
び
の
仲
間
を
作
っ

て
い
な
い
と
地
域
住
民
と

の
関
わ
り
が
無
く
な
っ
て

寂
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す

ね
。
私
の
場
合
は
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
の
仲
間
が
６
６

人
も
居
る
の
で
、
何
と

７
７
歳
に
も
な
っ
て
６
６

名
の
友
人
が
で
き
た
こ
と

は
有
り
難
い
『
奇
跡
』
だ
、

と
思
っ
て
大
事
に
し
て
い

ま
す
。何
歳
に
な
っ
て
も
、

人
と
関
わ
り
、
目
標
を

持
っ
て
ド
キ
ド
キ
し
、
目

標
を
達
成
し
た
ら
「
や
っ

た
！
」
と
叫
び
な
が
ら
青

春
を
生
き
た
い
も
の
で

す
。

２
０
１
８
年
９
月
５
日
記

(

株)
明 
和 
地 

所
会
長　

 
今 

泉　

浩
一

　

　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
の
「
ア
メ
リ

カ
フ
ァ
ー
ス
ト
政
策
」
で
今
世
界
中
の
政
治

と
経
済
が
ど
う
な
る
の
か
「
先
の
見
え
な
い

不
安
」
で
混
乱
し
て
い
る
。
日
本
は
政
治
的

に
は
安
定
し
て
い
る
が
、
経
済
に
つ
い
て
は

「
ト
ラ
ン
プ
攻
撃
に
中
国
が
反
撃
す
る
こ
と

で
中
国
経
済
が
大
幅
な
減
速
又
は
破
綻
の
危

惧
が
あ
り
、
そ
の
あ
お
り
で
新
興
国
経
済
が

低
迷
し
」「
日
本
経
済
も
減
速
す
る
の
で
は

な
い
か
」
と
不
安
視
す
る
経
済
人
が
大
多
数

で
す
。（

日
経
新
聞 

１
８
年
９
月
１
１
日
参
照
）

し
か
し
、
多
く
の
経
済
人
や
専
門
家
の
見

方
に
反
し
て
、
私
が
信
頼
す
る
経
済
ア
ナ

リ
ス
ト
の
朝
倉
慶
氏
は
「
習
近
平
国
家
主

席
は
、
ト
ラ
ン
プ
の
攻
撃
に
妥
協
の
道
を
採

る
だ
ろ
う
」
と
予
測
し
ま
し
た
。
何
故
な
ら

中
国
は
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
す
る
こ
と
で
年
間

４
１
兆
円
も
の
利
益
を
上
げ
て
、
こ
れ
で
中

国
経
済
を
こ
こ
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
し
、
そ
の
力
で
軍
事
力
も
付
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
捨
て
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
だ
」
と
言
う
の
で
す
。
確

か
に
思
い
出
せ
ば
、
日
本
も
日
米
戦
争
に
敗

れ
た
後
、
ソ
連
や
中
国
の
共
産
主
義
勢
力
の

拡
張
に
対
抗
す
る
為
に
日
本
を
応
援
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
へ
の

経
済
援
助
を
す
る
羽
目
に
な
り
、
そ
れ
を

き
っ
か
け
と
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
で
稼

ぎ
に
稼
ぎ
伸
び
に
伸
び
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
調
子
に
乗
り
過
ぎ
て
ア
メ
リ
カ
経
済

を
超
え
る
世
界
第
一
位
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
至
っ

た
１
９
９
０
年
ア
メ
リ
カ
の
鉄
槌
が
下
り

て
「
バ
ブ
ル
崩
壊
政
策
」
で
２
５
年
間
続
い

た
デ
フ
レ
で
経
済
は
長
期
低
迷
に
陥
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
た
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
ト

ラ
ン
プ
は
今
中
国
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
国
共
産
党
大
会

の
席
上
で
終
身
の
国
家
主
席
に
な
っ
た
習
近

平
は
「
中
国
の
夢
」
と
題
し
て
、「
０
０
年

に
は
世
界
で
一
番
の
経
済
大
国
に
な
り
、
軍

事
力
で
も
経
済
力
で
も
世
界
に
聳
え
立
つ
大

国
に
な
る
！
」
と
宣
言
し
た
の
で
す
。
こ
れ

を
聞
い
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
誰
で
あ
れ
、

ま
し
て
激
し
い
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
黙
っ
て

い
る
訳
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
ま
ず
、
ア
メ

リ
カ
製
の
ハ
イ
テ
ク
に
必
要
な
中
心
部
材
を

使
っ
て
い
た
中
国
通
信
器
機
大
手
の
Ｚ
Ｔ
Ｅ

が
そ
の
部
材
の
使
用
停
止
で
生
産
が
ス
ト
ッ

プ
し
、
廃
業
同
然
の
状
態
で
す
。

（
日
経
新
聞
１
８
年
８
月
３
１
日
）

又
、
中
国
は
ア
マ
ゾ
ン
や
、
グ
ー
グ
ル
、
ア
ッ

プ
ル
、
イ
ン
テ
ル
等
の
情
報
通
信
分
野
の
中

国
国
内
へ
の
進
出
を
全
面
禁
止
し
て
、
ア

リ
バ
バ
や
テ
ン
セ
ン
ト
等
の
中
国
企
業
に

独
占
さ
せ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ト
ラ
ン
プ

の
攻
撃
は
当
然
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
の

全
て
の
輸
出
商
品
に
約
２
，
０
０
０
億
ド
ル

（
約
２
０
兆
円
）
３
，
０
０
０
億
ド
ル
（
約

３
０
兆
円
）
の
関
税
が
課
さ
れ
る
等
の
ト
ラ

ン
プ
攻
撃
が
更
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
れ
ば
、

中
国
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ

カ
向
け
の
全
商
品
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る

で
し
ょ
う
。（

日
経
新
聞
１
８
年
８
月
２
３
日
）

こ
れ
に
対
し
て
、「
メ
ン
ツ
の
国
」
で
あ
る

中
国
は
、
表
面
上
は
全
面
的
に
対
抗
措
置
を

執
っ
て
い
ま
す
が
、
何
し
ろ
年
間
４
１
兆
円

の
対
ア
メ
リ
カ
輸
出
の
利
益
が
な
く
な
れ

ば
、
メ
ン
ツ
な
ど
気
に
し
て
い
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
朝
倉
さ
ん
が
仰
る

通
り
、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ト
ラ
ン
プ

の
主
張
に
妥
協
し
た
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
で
し
ょ
う
。
日
本
が
そ
う
し
た
よ
う
に
で

す
。と
言
う
事
が
正
し
い
見
方
だ
と
し
た
ら
、

中
国
経
済
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

恐
ら
く
、
ア
メ
リ
カ
と
の
妥
協
を
し
た
政
策

を
採
る
こ
と
に
な
れ
ば
日
本
の
過
去
と
同
様

「
米
中
経
済
戦
争
」
と
「
日
本
経
済
」
の
行
方

１
．
ト
ラ
ン
プ
の
中
国
攻
撃
の

結
果
は
ど
う
な
る
？

歳
か
ら
「
一
ヶ
月
受
給
を
遅
ら
せ
る
毎
に
受

け
取
る
年
金
は
７
％
ず
つ
増
え
ま
す
」の
で
、

年
金
受
給
を
５
年
間
遅
ら
せ
て
「
７
０
歳
か

ら
受
給
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
４
２
％
増
え

た
年
金
を
貰
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」。

　

例
え
ば
、
月
額
２
０
万
貰
え
る
予
定
の
人

は
、
７
０
歳
か
ら
の
受
給
開
始
に
す
れ
ば
月

額
２
８
４
，
０
０
０
円
に
増
え
ま
す
。
人
生

１
０
０
年
時
代
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の

活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

２
．
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

に
は
、
も
っ
と
大
事
な
こ
と
が

あ
る
。

　

そ
れ
は
「
健
康
」
と
「
生
き
甲
斐
」
で
す
。

肉
体
の
健
康
は
、
栄
養
、
運
動
、
睡
眠
で
作

れ
ま
す
。
私
は
、
高
洲
海
浜
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
浦
安
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
会
長
を

や
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
の
で
、
６
６
名
の

会
員
と
月
に
２
０
回
位
は
プ
レ
ー
す
る
こ
と

で
健
康
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
人
は

内
臓
の
病
気
を
す
る
と
ど
ん
な
に
丈
夫
な
肉

体
も
ア
ッ
と
言
う
間
に
衰
え
て
し
ま
う
の
で

病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
日
頃
の
成
人
病

対
策
と
し
て
、
ま
た
活
力
剤
と
し
て
「
ア
ル

ギ
ニ
ン
」
血
の
め
ぐ
り
剤
と
し
て
「
シ
ト
ル

リ
ン
」
骨
と
筋
肉
の
為
に
「
ロ
コ
モ
ア
」
と
、

消
化
器
内
の
有
用
菌
と
し
て
「
新
ビ
オ
フ
ェ

ル
ミ
ン
Ｓ
」、ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
用
に
「
水
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帰
っ
た
時
、
一
国
の
党
首

が
、
自
国
の
拉
致
を
認
め

る
こ
と
な
ど
ま
ず
あ
り
得

な
い
こ
と
な
の
に
、
金
正

日
が
日
本
人
拉
致
を
認
め

た
の
は
、
日
本
と
国
交
回

復
を
し
て
日
本
の
援
助
が

欲
し
か
っ
た
か
ら
だ
」

「
だ
か
ら
、
そ
の
子
で
あ

る
金
正
恩
委
員
長
も
恐
ら

く
ト
ラ
ン
プ
と
会
え
ば
、

核
開
発
を
廃
止
し
て
、
経

済
援
助
を
求
め
る
こ
と
に

な
る
！
」
と
言
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
ま
で
誰
も
が
金

正
恩
を
危
険
人
物
と
見
て
い
た
時
に
、
そ
の

言
を
聴
い
て
か
ら「
な
る
ほ
ど
、そ
う
だ
な
！ 

そ
う
に
違
い
な
い
！
」
と
目
か
ら
鱗
が
取
れ

て
、
私
は
こ
の
人
の
予
知
能
力
を
信
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
多
く
の
経
済
人
や
経
済
専
門

家
の
考
え
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
日
本
経
済

は
、
中
国
経
済
危
機
に
端
を
発
し
た
世
界
的

な
経
済
危
機
に
面
し
て
は
い
ま
す
が
、
ト
ラ

ン
プ
の
選
挙
戦
が
終
わ
る
頃
ま
で
に
は
米
中

経
済
戦
争
は
そ
こ
そ
こ
の
点
で
妥
協
が
成
り

立
ち
、
多
少
低
迷
は
す
る
が
日
本
と
中
国
と

の
政
治
的
・
経
済
的
摩
擦
は
解
消
す
る
こ
と

で
日
本
経
済
は
好
転
す
る
。
そ
の
結
果
、
年

に
、
莫
大
な
国
家
債
務
と
民
間
債
務
の
解
消

の
為
に
力
を
尽
く
し
つ
つ
、
中
国
国
内
及
び

近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
産

業
の
育
成
と
消
費
拡
大
に
努
め
る
し
か
な
い

１
０
年
～
１
５
年
の
低
迷
期
に
入
の
で
は
な

い
か
、
と
予
測
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
日

本
に
と
っ
て
は
利
点
も
あ
り
ま
す
。
中
国
に

は
国
内
１
４
億
人
の
市
場
が
あ
る
の
で
、
低

迷
す
る
と
は
言
え
そ
れ
自
体
で
大
き
な
市
場

が
あ
る
の
で
、
壊
滅
的
ま
で
は
行
か
ず
に
中

程
度
の
低
迷
が
続
く
こ
と
に
な
り
、
日
本
の

尖
閣
列
島
を
占
有
し
た
り
、
沖
縄
を
も
い
ず

れ
占
有
し
よ
う
と
す
る
余
力
は
無
く
な
る
の

で
、
対
日
本
外
交
で
も
日
本
と
の
平
和
共
存

政
策
に
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
う
な
る
と
、
日
本
の
ハ
イ
テ

ク
技
術
を
中
心
に
日
本
の
部
品
産
業
と
の
交

流
を
促
進
す
る
政
策
に
変
わ
っ
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
日
本
に
と
っ

て
有
利
な
状
況
で
は
な
い
か
、と
思
い
ま
す
。

上
記
、
か
な
り
大
凡
の
経
済
人
や
政
治
家
の

予
測
と
違
う
で
し
ょ
う
が
、
朝
倉
慶
氏
の
予

言
は
信
じ
て
良
い
考
え
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
何
故
私
が
そ
う
言
う
か
と
言
え
ば
、
誰

も
が
北
朝
鮮
の
金
正
恩
委
員
長
が
い
か
に
も

核
爆
弾
を
開
発
し
て
ア
メ
リ
カ
や
日
本
に
戦

争
を
仕
掛
け
そ
う
に
見
え
た
時
、
朝
倉
慶
氏

が
言
っ
た
の
で
す
。

「
小
泉
首
相
が
拉
致
被
害
者
７
人
を
連
れ

末
に
向
か
っ
て
、
業
績
が
良
い
割
に
余
り
に

も
安
過
ぎ
る
日
本
株
は
か
な
り
の
勢
い
で
上

が
る
の
で
は
な
い
か
、
と
今
の
内
に
業
績
が

良
く
て
将
来
性
の
あ
る
株
へ
と
買
換
を
急
い

で
い
ま
す
。
日
本
人
は
大
体
皆
が
同
じ
こ
と

を
言
い
、
同
じ
こ
と
を
や
り
ま
す
の
で
、
混

乱
を
し
て
い
る
時
こ
そ
、
先
を
見
抜
い
た
者

に
は
面
白
い
世
の
中
に
な
る
の
で
す
。

「
人
が
行
く
、
裏
に
道
あ
り　

桜
花
」
で
す
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
の
考
え
で
す
が
、
皆
さ

ん
は
如
何
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

２
０
１
８
年　

９
月　

１
２
日　

記

(

株) 

明 

和 

地 

所　

会
長　

今
泉　

浩
一
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※駐車場はございません。公共の交通機関をご利用ください

《定員 20 名の無料セミナーです》

ご予約ください。

【セミナー会場】　新浦安駅から徒歩５分
浦安市入船 4-1-9 明和地所賃貸管理センター２Ｆセミナー室

明和地所　浦安 検 索 www.meiwajisho.co.jp
ホームページからのご予約も可能です。

お申し込み・お問い合わせ

株式会社明和地所　賃貸管理センター （受付時間 9:30 ～ 18:30　毎週水曜日定休）
Tel 047-316-8872

不動産経済セミナー開催
株式会社明和地所　取締役会長　今泉浩一による

参加
無料
『これから』のことを

考える機会にも ･･･。

セミナー関連本 !!
今泉浩一著書籍プレゼント！

  セミナー参加者全員へ

10 月 11 月21 日 18 日・
副業の不動産投資で豊かで幸せになるセミナー

　第３日曜日の開催です。 （日） （日）
時間 :9 時半～ 12 時（受付 9 時 15 分～）

【セミナー内容】①一億円～三億円のお金が貯まる、お金の貯め方　② 72 の法則：72 ÷利回り
7.2％＝投資額が 10 年で倍になるという法則　③利回りが 7.2％以上になる投資はあるか？　④
不動産動向の解説　⑤具体的な不動産物件の紹介　⑥豊かな老後と争わない相続　　　　

※個別相談も承っております。予約時にお問い合わせください
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